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 蛙或ヒバ墓ノ腎臓ハ動脹ノ外二腎門静脈ラ有シ，前者ハ繍毬髄二，後者ハ紬尿管二血液テ供

給スルガ敬二，繍毬麗ト納尿管トノ機能ノ分離的検査ヲ行7二好都合ナリ．此ノ敬二CulIis

（］906）U，ガ最初蛙腎ノ灌流試験テ行ヒテヨリ以來多数ノ撃者ニョリテ種々ナル實験結果ガ

逐次護表セラレ，戦近腎臓生理ノ研究ハ蛙腎ニョリテ護達ラ來セルモノト云7モ過言ニアラ

ズ．両シテ筒今後モ蛙腎ニコル研究ハ，英ノ研究方法ノ種々ナル改良ト相待チテ益々褒達ス

ベキモノテルハ嬢ヒテ客レサルトコロナリ．

 条等・モ叉此魔二於テ本邦彦墓ノ腎囲藏テ用ヒテ，腎臓生理ノ硫究テ爲サンガ爲メニ，濯流實

験テ企ツルニ當リテ重要ナル灌流歴二鰯スル種々ナル文戯ヲ蒐集シタルニ從來諸家ノ用ヒタ

ル灌流壁ハ動脈系二於デモ腎門静派系二於デモ金ク團々ニシテー定セザルテ見出シクリ．今

之等種々ナル灌流墜テ表示スレバ第1表ノ如シ．

 印チ第1表二示スガ如ク動脈系二於テハ，最高50糎（水柱），最低I2糎（水柱）ニシテ腎門静

脈系二於テハC・川昌（ユ906）（1〕ノ如ク動脈及ビ腎門翻辰テ同座ノ40糎ニテ行ヒタル例ヲ除ク

バ最高脾糎ヨリ最低2．5糎二至ル．

 勿論之等ノ墜ハ灌流二用ヒタル壁ニシテ特別二或種ノ實験ノタメー時的二上昇セシメタル

壁二非力而シテ元ヨリ此等ノ壁テ用7ルニ當リテハ各自相當ノ理由テ育シ，或八種々ナル

實験テ行ピクル後二使用シタルモノナランモ，葉ノ差斯ノ如ク甚グシクナリテハ今後灌流質
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第   1  表

リンガー氏
著  着  名 液中ノ

動脈灌流麗 腎門静脈灌流歴

年代
N里C1（％） cm．亘20 cm．H20

CuIlis （1〕 1906 O．6 25→40 25→40

BaiIlbridge，Co11in筍ana Menzi閉  E3〕 1913 0．65 20→24 1O→14

丁記van ｛19〕 1916 0．7
・ ■

Hamburger u．ふi血kman ω 1918 O．7 50 ■

脳rk㎜，丑・6ms町u．Hahn｛5｝ 1922 O，65 25
，

Yoミhida ㈹ 1924 O．65 20→24 10→12

Scbu1t帥 （T〕 1925 ’ 24 14

NOguChi18〕 1926
・ 22及25 6，8及10

正I町twich ㈹ 1926 O．65 25
■

Hdber u．Maokuth （13〕 1927
一 14及24 一

Tamu冊and co・worker5 n帥 1927 O．65 20，25．27厘30 ■

Woh1・聰be・9114〕 1928 i
14，15，工6，18o   20及24

7，τ5，8，9厘10

趾Ohl U岳1 工928 ・’ 14及24 7及12

Scheminsky122〕 1929 一 18及24 9児12

Hδber （11） 1930 一

｛   35→40   24厘18

一

岩  囲 （冊 1930 O．6 12→士6 2．5→5

Free㎜肌，Livi皿gston邑nd RIchards 口2i 1930 ‘

｛16，20，26．36   39及40

一

升  口 ㈹ 1930 O．65 20→25 10→12

駿テ行7者ハ葉ノ価レノ壁テ戦ルベキヵ去就二迷ハザルベカラズ，カ藺之本邦ノ如ク灌流二主

トシテ嚢テ使用スルトコロニ於テハ外国ノ文織二於クル蛙腎ノ灌流墜デ英ノ儘引用スルコト

テ得ヂルハ勿論ナリ，此魔二於テ余等八木邦彦募腎ニコル腎臓機能ノ研究テ行7豫備トシテ

本實験テ企圖シ，今後墓腎ノ灌流テ行ハントスル人々テシテ灌流壁ノ撰鐸二迷ハシメチラソ

コトラ期セリ．

第一章 文   厭

           第■節 動脈灌流墜二就キナ

 抑々腎臓機能テ研究スルニ當リテ之レテ血液二代ルベキ人工灌流派的チ，リンガー氏液等

ニョリテ灌流スルハ畢寛腎臓テ可及的生理的状態二置キナ而モ簡単二種々ナル生理學的或ハ

薬理學的研究テ行ハンガ爲メニ外ナラザルナリ．此ノ敬二用フベキ灌流墜ハ動物ノ通常並壁

二等シキモノテ皿テ最良トナスベキ筈テルモ，灌流液ガ動物ノ血液トハ種々其ノ趣テ異ニセ

ルガ爲メ實際上ニハ必ズシモ然ラズ．Hamburger u．Brinkman（1918）（！〕ハ蛙ノ大動脈墜ハ

最高80糎（水柱）ナリト記載シクリ．条等ノ測定ニョレバ嚢ノ大動脈墜八千切3．5糎（水銀柱）
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ナルガ敬二之ノ値チ水柱墜二換算スレパ約ヰ7糎（水柱）以上トナルベシ、比ノ値ハB訊i皿bエ1dge，

CoI1ins u．M㎝zies（1913）㈹ノ言巳載セル動脈灌流墜ノ20糎一24糎（水柱）二比スレパ甚ダ大

テルモノトナルベシ．田村反共ノ共同研究者（1927）㈹八人工灌流派ニコル時ハ通常ノ血塗

ヨリ血漿膠質ノ濠透墜テ引キ去ラザルヘカラズ．通常ノ血塗ハ35糎（水柱）ニシテ墓血清ノ

「プロテイン」量ハ3乃至5「プロセント」ナリ．Wbite（1924）ωノ實験ニョレバ蛙二於テハ

「プロテイン」量ガエ「プロセント」録二血液「プロテイン」ノ膠質濠透墜ハ4糎（血漿柱）二湘當

スルガ敬二通當ナル灌流墜ハ20糎（灌流派桂）トナルベキ計算ナリト調ヘリ．熱レ共實際二回

村氏一派ハ第1表二示ス如クニ1O糎ヨリ30糎テ使用ゼルテ見ルベシ．以上二体リテ動脈灌流

歴八大騒20糎一25糎（水流）テ適當ナリトナスコトバ蛙腎二於テ招乱inbridge，C・1ii・s and

Mlenzies（1913）（3｝，Barkan，B地mser u．Habn（1922）㈹，Yoshida（1924）㈹，Schu1ten

（1925）エ7），Noguchi（1926）㈹，H訂・twi・h（ユ926）（9】，墓腎二於テ井口（1930）等トー致スル

トコロナリ。 然レドモ CuHis（1906）U工，H6ber（1930）〔1i），Freeman，Livingston and

Rich・・ds（1930）エ12）等ハ40糎（水枕）H・m吐u・g・・u．Brinkman（1918）（2〕ハ50輝等ノ高座ニ

ョリテ實駿ラ行ヒ叉一方Hδb町u．Mack山h（1927）コ帽〕，Woh1e口be㎎（1928）｛14）等ハ〃糎

（水柱）岩田（1930）（15〕ハ墓賢二於テ12糎（水柱）等ノ低壁テ便用セリ．

             第二節 腎門静脈灌流歴二就キナ

 C・11i・（1906）o〕ハ動脈ト静脈トチ同一ノ灌流瓶ヨリ灌流シタルガ敬二其ノ墜ハ共二25糎

」｝O糎（水柱）ナリキ．然レ井E・inbridg・，Conins and M㎝zies（1913）ユ3〕ハ通常ノ腎門静

脈墜ハ動脈歴ノ約半分ニシテ動脈壁20糎一24糎三野シテ静脈歴ハ10糎一14糎ナルベ手コトヲ

記載シクリ．比ノ動脈鞠腎門静脈ガ2野エナル鰯係ハ以後蛙腎灌流質験二於クル重要ナル事

柄トシテ法則的二使用セラル・二至レリ．岩田（1930）㈹ハ基腎二於テ2・5糎一5糎ノ低墜

ニコル灌流ガ最モ適當ニシテ，ヵ・ル低墜ニョレバ尿八相當長時間二渡リテー定ノ而モ低調

ノ食麗含有率＝テ示スコトヲ論ぜリ．英ノ他墓腎三井口（1930）Uo〕ハエ0乃至12糎テ使用セリ．

               第ミ節灌流派二就キナ

 灌流派ハ線テ種々改良セルリシガー氏液二酸素テ充分二通シタルモノチ用フルモノナル

ガ薬ノ食麗含有率ハ文献二徴スルニO．6「プロセント」O．65「プロセント」O．7「プロセント」ノ

3種二止ルデ見ル，共他各自相鴬ノ理由ノ下二少量ノ萄萄糖，燐酸盤等テ混シタルリンガー

氏液ラ使用セ3レモノアリ．逝來蛙腎ノ灌流實験テ陸繍護表セルHδbe・ノ門下ハ主トシテ

Ba．k．n，lBエOmser u．Ha㎞（1922）㈹ノ改良セル，リンガー氏液ヲ使用セリ．其ノ組成ハ次

ノ如シ．

 N乱αO．6三彩，NaHC030，I％，KCI O．O1％，Caα20．02％，P047mg｛n工00c．c．

 蛙ノ血液水素「イオン」濃慶ハ肋・k・n及其ノ共同者（1922）（5〕ノ研究ニョレバ動脈一血ハPH

7．68静脈血ハPHク．51ナリ，從ツチ從來使用セラレタル灌流派ノPHハ7．6一ηナリ．

              第四節 灌流時間二戯キナ

 纏テ人工灌流派ニョリテ灌流セル腎臓モ畢寛通常血液ニョリテ灌流セラル・生髄腎トハ異
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リタル生理的状態二置カレタルモノナルガ敬二早晩死滅スベキモノニシテ優令灌流申ト盤モ

刻々二葉ノ機能テ炎ヒツ・アルモノナルヤモ計リ難シ．此ノ敬二灌流試験二於テハ手術後可

及的短時間申二實験テ行ハザルヘカラズ．サレド手術二相営ノ時間テ経タルモノナルガ敬二

其ノ機能テ最モ常態二近ク保チ得ル時間テ知ルコトハ最モ重要ナリト表フニシー從來灌流實

験二於テ種々ナル薬品等ノ作用テ験スルニ當リテ先ヅ最初二2－3時間或ハソレ以．止灌流シ次

イデ適當ノ時期二薬品テ通ジテ，英ノ間ノ尿量及ビ食顧含有量ノ愛化テ比較シ。テ藥品ノ作用

テ論シタルモノナルガ敬二着シ刻々共ノ機能テ波ジツ・アルモノトスレバ英ノ比較ハ無意味

テルモノトナルベキ道理ナリ．Barkan，Broemser u．Hahn（工922）15〕ハ尿中二rグリゴニーぜ」

ノ出ザル間テ健全ナル状態ト認ムベキ目標トナシ，約8－9時間ハ腎臓駿能テ正常二保チ得

ルコトラ認メ叉最初ノエー2時間ハ尿排出速度最高ニシテ5－6時間ノ中二漸次低下セルコ

トテ報告セリ．田村及ビ共同者（1927）（ωハ1時間3乃至5c．c．ノ瀧流速度，灌流麗25糎（水

柱）二於テハ3－5時間ハ納尿管ノ透過性二割ヒナク灌流シ得ルモ16時間以後二於テハ紬尿

管ノ透過性鐙ジテ腎門静脈ノミノ灌流ニョリテモ尿テ生ズルコトテ報告シクリ・H眺e・帆

Mackuth（1927）U3〕モ充分ナル注意テ沸ヒタル手術テ行ア時ハ5－6時間健全二保チ待ルコ

け記載シクリ．然レ共此ノ健全ナル意味ハ金ク健全ナル意味カ或ハ多少トモ腎臓機能ノ係

スル事テ素ヘルモノナルカハ大イテル擬ヒナヰ能ハズ。

第二章費験 方法

 余事ハ此塵二於テ第二表二示ス如ク種侍ナル動脈駆及腎門織脈睡ノ系統的組合チ作リ途中総チノ條件チ

擾ズルコトナク同一睡ニョリテ連綾6－7時間或ハ場合ニョリテハソレ以上灌流シ客1時間ノ尿量及ビ尿

中食麗含有率ヂ目標トシテ

第2表 灌流I歴ノ組合セ

A

動静 脈脈
Cn，

g20

bm
g20

15

T

16

V

17

V

18

V

19

V

20

V

21

V

22

V

23

V

2毛

V

25

V

26

V

27

V

28

V

29

V

30

V

40

V

B

動静 脈脈  Cm
hIρ

@cm
hIρ

21

T

〃6 〃7 〃8 〃9 〃10 〃11 〃工5 23．5

@0

25

O

C

動静 脈脈  Cm

g20

盾高

g20

18

X

20

P0

22

P1

24

n2

26

P3

28

P4

 （1）種々ナル組合ゼノ灌流麗ニコル腎臓機能ノ轡化

 （2）灌流時間ノ経過二件フ腎機能ノ愛化

二就キナ観察チナサソトセリ．

第二表（A）ハ蕎雫脈慶チ5糎（水柱）二一定シ動脈露ノミチ15糎ヨリ30糎二迄1糎ノ間隔テ以デ上昇セシ人
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タル實験ナリ．英ノ他特別二40糎ナル例デモ附加シクリ．此鹿二5糎トア〃ハ最低有効ノ喬雫脈睡ニシテ岩

田（1930〕工旧ノ言ヘル姉グZ5糎等ノ低歴ニテハ練毬麗輸出管ヨリ出ズ1レ流液ノタメ静脈二逆流ヂ生ズル

カ或ハ静脈流ノ停止テ來ス恐レアルガ偽メナゾ（I土）ハ動脈塵チー走ノ21糎二置キナ静脈麗テ5糎ヨ田1極

ヅ・11糎進上昇セシメタル側ナリ・耐シテ別二15糎ノ例及ビ腎門静脈チ最勧目リ全然通セ・ザル例チモ附加

シクリ．此虜二21極トア〃ハ動脈睡ノ15極ト30糎トノ約中央ノ値チ親リタルモノナリ．（C）ハ脳・b・idge，

Com皿冒乱皿d M㎝zies（1913）㈹以來行ハレヅ・アル如ク動脈壁鐵腎門静脈麗ガニ勤一ノ割合ヲ．有スル6個

ノ組合セテ作リ以ヅテ他ノ組合セトノ比較チ行ヘリ．灌流蟹ノ上昇或ハ下降テ式目的ノ属メニ行＾ルモノ

八文厭二徴スルニ数例アリ，即チBユ1・b・idg・・C・11i…ηdM・・エi・・（王g13）㈹バ養魚脈蟹チ14糎ヨリ急二35糎

二迄引キ上グ蕎季脈ヨリノ着色シタル灌流派が繍毬骨豊二達スルコトチ述べ，Yos1・ida（1924）〔6）及ビNogucbi

（1926）工1〕モ叉静脈蟹ヂ10糎ヨリ急二24糎二進引キ上ゲタルニ尿排泄ノ行ハレタルコトヂ部告セリ・Ha「t’

w1ch（1926）㈹バ動脈壁チ25種，35糎，45糎，50糎等二換ヘタルモ尿量ノ増カロト動脈墜ノ上昇トハ特別二

關係ナシトセルガNoguchi（1926）㈹毛亦曙同様ノ報告チナセリ．Hoh1（1926）U7〕ハ動脈麗チ18糎，23極，

24糎，30題，35糎等二換へ，総流出量ト尿量トノ比二罫スル影響チ検セシガ英ノ値ハ低睡ニハ大ニシテ高

麗二於テハ小ナルコ1チ遊ヘクリ 丑川h1（1928）㈹ハ牛ノ血球チ…毘ぜルリyガー氏液二目リテ蛙腎チ灌

流シッ・之レテ顕微鏡ニテ観察セシガ灌流麗チ動脈静脈共二2倍トナセルモ練毬髄ノ活動セル数ハ不愛ニ

シテ流派速度及ビ尿量ハ増加スルモ食騒含有率ニハ塑化ナキコトチ認メタリ．

 Woh1enb6・9（1928）｛14｝バ回シク青酸加里チ動脈灌流派二加へ或ハ青酸加里二「コフエイン」チ加ベテ灌流

シヅ・動脈歴，腎門静脈睡テ2信二上昇セシメタルニ尿量ガ85父ハ75「プロセソ下」二増加セルガ敬二繍毬

髄ハ他動的漏過膜ナリト言命ジタリ．

 以上ノ知キ賞験例ハ存スルモ余響ノ如ク動脈及ピ韻弄脈ノ灌流麗チ系統的二組合セ及ツチ纂腎臓ノリンガ

ー氏液灌流試験二於ケル基礎的指針チ定メントセシ者ハ来ダ之レテ見サルトコロナリ．

 次ニリyガー氏液中ノ食醒重二就キテハ，圭トシテ朋ヒラ〃・ハα65「ブロセント」ナレドモC・lli5

（1906）f11及ビ岩田（1930）U51ハO・6「プロセント」ヂ用ヒTrc珊n〔1916）U6i，Hambu鴨em・Erinkman（1918）

｛2〕等ハO，7「プロセyト」ヂ使用セリ．比ノ食顧含有率二就キナ＝Ba亘nb・idge，Coui日a藺d M㎝・三e昌（工913）㈹

ハ灌流液中ノ食麗量チO・53rブロセyト」ヨリ0・83rプロセント」迄種々二蟹ジタルニ尿中ノ食盤含有量ハ糖

二低調ナリキ1Yoミhid・（1924〕（3，モ又O．6「プロセント」ヨリO．7，α75，O．8，α9，1．0等二増加セシメタル

ニ尿ハ常二灌流浪二比シテ低調テルモ英ノ値バ漸次食麗含有率ノ増加ス〃二従ヒテ高クナリ1．o「プロセソ

ト」ノ蒔途二〇・99rプロセノト」ノ尿チ出セリ、期チ1・0「プロセソト」二至レハ腎臓ノ食騒稀耀カハ零二近キ

コトテ逆ペタリ．今余等ノ用ヒダルリソが一氏液ノ組成チ示セパ次ノ如シ．而シテ全C1量チNaC1二換

算スレバ約O・73％ナリ．

    α7％NaCI＋α01％N皿HC03＋α0075％KC工十α02％C乱C旦2

 以上ノ液二酸素チ充分二通ジテ搬粋シダリー比ノ液ノ水素「イオン」濃度ハ之レテ指示薬二列テ測定シ

クルニI』Hハ約7．7ナリキ．題化rカルシウム」星ハ夏期二於ケル量テルモ灌流液中ノ食醒量チー定ニセンが

クメニ冬期二於デモ同一量テ使用セリ．腎臓灌流二用フル纂叉ハ鮭八手術二便ナルがダメ雄ノミチ用フル

習慣テルモ余等ハ嬢ノミナヲズ雌チモ使用シ川．脊髄及ビ脳ヂ破壊シタル動物チ背位二置キ腹部ヂ関キ

次デ腹膜チ切開ス．雌ニアリテハ卵巣及ビ輸卵管チ結紮切断シテ除去ス．雄二於テ睾丸‘ハ少数例ノ外ハ除

去セサリキ．次二総腸動脈チ結紮切断シタル後胃，小腸，大腸，脾臓テ毛全部除去シ両側ノ腎臓ノミテ露

                    【37】
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出ス。腎門脈ハ之レニ「ヵニユーソ」チ挿入シV．dors・I・mb。，“0viduc．，A，1mb．，A．u祀t飢等ハ之レ

テ結紮切断セッ両側ノ輸尿管昌「カニューレ」チ挿入シ次二腹部大動脈ノー側チ結紮切断｛’他側二「カニ

ューレ」チ挿入ス．

 手術時間ハ雌ニテハ平均ユ時間10分内外，雄二テハ50分間内外ナリキ．手術ノ際ハ可及的腎臓ラー生理的

状態二置グクメ腎臓ヘノ血管殊二腹部大動脈ハ最後二「カニユー1ノ」テ挿入スル檬心掛ヶタリ．猶輸尿管

「カニューレ」ハHobl（1926）㈹二從ヒテ成ル可ク腎臓ト水平ノ面二置クタメ上腿前面ノ筋切除チナセリー

灌流八手術後直テニ乗ノ順序ニテ始ム．師チ先ヅ動脈次二腎門静脈，之ひ寸時モ腎繍毬麗＾ノ血流ノ停止

チ短縮セシメ腎機能ノ障碍チ少カラシメソが偽ナリ．灌流開始目リ最創ノ尿一滴ヂ見ルマヂノ時間ハ暮ノ

状態，性別及ビ手術ノ具合二引一定セサル毛大約10分乃至15分ナリ．灌流開始直後ニハ総腸骨動脈ノ何

ソカー方チ切断シ3－4分間血液及灌流派テ射出セシメタリ．之レ早期二腎臓内ノ血液テ駆逐スルノ目的

ヂ以ツデナセリ．

 比ノ方法テ行ハザリy以前バ展々血栓生成等ノタメ灌流二不都合テ來セシモ比ノ総腸骨動脈切断以來英

ノ不襖ハ金無党ラレサリキ．同一躍ニデモ左右ノ腎門静脈ヨリ流入スル波ノ速度ハ多タノ場合同一ナルコ

トハ殆ソト見ヲレズ．速度ハ正確ナルコトハ細ルチ得ザルモマリオット氏装置二俵ル氣泡ノ蟹現時間テ以

ツチ間接二左右繭者テ比較シクリ．比ノ速度不同ハ恐ラク左右腎臓ノ種々ナル相異傑作ニソノ主因テ置グ

ヨトテ得y毛叉手術ノ巧拙遅速毛多ゆ關係アルゴトハ考＾ラル＾＝シ．叉一方灌流中毛細血管刈多少灌流

液漏出アルコトニモヨルペシ，之レ納小血管ノ結紮ガ充分二行b得ラレズ且ツ殊二雌墓ノ如ク子宮，卵巣，

輸卵管等血管ノ分布多キモノニ於テハ細心ノ注意ノ下二拍緒紮不充分トナルテ脱レス．

 尿ハ1Oc．c．ノ「メスチリンター」二目リテー時間毎二探攻シ各々6－7時間艦繍セリ．尿中食醸含有量ハ

之レテVo1h町d－SaIkowski民法テ用ヒテ測定シ全麗量川之1ノテ食麗重二換算シクリ．

第三車 賓 験 成 績

            第■節 動脈墜ノ灌流實験二及ボス影響

第3表ヨリ第18表二至ル迄ハ腎門静脈墜テー定ニシテ動脈歴ノミテ各々1級ノ間隔テ置キ

ナ系統的二遂攻上昇セシメタル例ナリ．

    第3表 動脈慶15粧水柱静脈歴5粧水様（♂）1709L室温1げ。

       一分間ノ流出量
時間（室温）    （C．㌫）

                左  右
        （二十分間毎）

10．30’

1r30’

1Z30’

1．30’

2℃O’

3唱O’

4’30’

後部大静脈ヨ司ノ  一時間ノ尿量 （C・C・）   食 麗 含 有 牽 （％）

差（主基準）         差 （主基準）
       左   右
縄勤億  ％             縄封1直  ％

・1，・い… 1・川一）α…1α…α…（・岬；・・

Z2・2－1・Z1 Z251・85（一）α418α520 5・555（十〕0035i7

2」，  2．2，  2－2   2－0    1．8   （＿）O．2  10   0．605   0－595   （＿）0．010   2

2・4．2・4。ム5 1・8 I・5 （一）O・317 0・630 0石45 （十）α015 2

24Z5，2・4 1・3 ユ4 （十）㎝ 8 0・665 0・680（十）0・015 2

242・3，2・4 1つ 1・45（十）α4545 0・690 0・655（一）O・035 5

州……（・）・募・…㎜岬（・・…1・

【38】
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第  4  表    動脈屡16粧水柱静脈屡5糧水栓（♂）2109r室温16．C

時間（室温）

1び50’〔1ザC）

11．50’（2rC）

1穿50’（22℃〕

r50’（2野C）

Z50’（2牙C）

3・50’（22oC）

4050’（19．C）

後部大静脈ヨリノ
ー分間ノ流出量
  （C・C・）

 （二十分間毎）

4－2’  4．3，

4．7，45．

4－4’  4．2，

4－O， 3－8，

3－7，  3．6’

4．0， 3．9，

3．85， 3．8，

4．4

4．5

4．0

3．8

4．0

3．8

3，7

一時間ノ尿量 （C．O一〕

左

3．1

3．8

3．2

2，1

1．5

1．2

0．9

右

2．8

3．9

4．2

3．6

3，1

2．1

1．65

差（主基準）

絶雛1％

（一）α3

（十）0－1

（十）1・0

（十）1・5

（十）1，6

（十）O．9

（十）O－7

10

 3

31

71

107

75

食襲含有率（％）

左

O．495

0．580

0．645

0．670

0．680

0．670

831α685

右

6．495

0．590

0．645

0．655

0，645

α670

0，670

差 （主基準）

鯛低1％
O

（十）・・1・■

 O
（一〕O・015

（一）0・035

 0
（一）O・015

0

2

0

2

5

0

2

第  5 表 動脈睡17粧水柱静脈睡5粧水栓（♀）3329r一室温18℃

後部大静脈ヨフノ 一時間ノ尿量（㍍C．） 食襲含有率（％〕
一分間ノ流出量

時間（室温） （・＾） 差（主基準） 差（主基準）
左 右 左 右

（二十分間毎） 絡薗値1％ 鯛値i％
1び50’ O，8，1．05，1－5 1．9 z9 （十）1・0 53 O．455 O．430 （一）0・025 5

11石0’ 1－7，1．7． 1．8 2．5 2．65 （十）0・15 60 O，530 O－530 O 0

12唱O’ 1島 1，7， 1－6 1．6 3．OO （十〕1・4 88 0．535 0，605
@ コ

（十）α070 13

1．50’ 1．7，1．7．1．5 2－O 3．3 （十）1・3 65 0．580
α605i（十）α025  一

4

2’50！ 1．5，工．6， 1．5 2－45 3．05 （十〕α6 24 O．630 0．605 （一）皿025 4

3電O’ 1．4，ユ4 1．4 2，35 2．3 （一）0価 2 α605 0．655 （十）0・050 8

4．50’ 1・1，1・2， 0．9 Z05 2．3 （十）O・25   ≡ 12 0580 0．605 （十）O・025 4

第  6 表 動脈屡18粧水柱静脈睡5粧水柱（♂）2049L室温18．C

後部大静脈ヨリノ 一時間ノ尿量（O．・．〕 食麗含有率（％〕
一分間ノ流出量

時間（室温〕 （c・㌫〕 差（主基準） 差（主基準）
左’ 有 一 左 右

（二＝十分間毎） 縄劉直 ％ 絶錨値 ％

11。 0－7。α9， 0－9 α65 1．3

   ≡（十〕α65一

100 0－545 0．530 （一）α015 3

12。 工。05，1山， 1－1 1．1 1．7 （十〕〇一60 55
   1（・）α・r仏1

O．E80 O．590 （十〕O・010 2

1。 1．05，1．05，ユ。3 1，25 』．8 O．580 O．580 0 O

2。 1－4．1．35．1石 1．4 2刀 （十）α60－43
@  ■（十）α60，35

α605 α655 〔十）0・050 8

ザ 1．5，1．5， 1．5 1，7 2．3 O．655 O．690 〔十）α035 5

4。 1。も 1．35．1．4 1．85 2．4

   …（十〕α55

30 O．680 0．680 O 0

5。 1，35，1．35，125 1．45 2．1 （十）O・65 ・45 α705 α705 O O

【39】
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第  7 表

波邊・沖山

動脈麗19粧水柱静脈墜5粧水柱（♂）2259・・室温18℃

後部大喬孕脈目リノ

一分間ノ流出量
一時間ノ尿量 （・…〕 食駿含有率（％）

時間（室温） （・・C・）

左
差（主基準） 差 〔主基準）

右 ■ I ■ L 1 1 左 右
（二十分間毎） 縄勤値 ％

絶鉤値：％      ■

10．40’ 1．4．I．5， 1－6 1．6 1，5 〔一）0ユO 6 O．405 0．480 （十）O・075 19

11辺0’ 1．7，1．6， 1．45 1．5 1．45 （一）〇一05 3 O．530 O，505 （一）O・0251 5

  ＾P2140！ 1－55，1．45，1．3 1．6 1．5 （一）O．10 6 O．605 O，5551    ； （一）O・050 8

1型O’ 1．4，1．55，1．6 ユ．65 1．9 （十）O－25 15 0．630
・．冊1（一〕α…

4

幽0！ 1．6，1，5， 1．6 I．6 2．1 （十）O．50 31．0680 O．655 （一）O．025 4

3㍗O’ 1－55，1．8， 1．8 2．2 2．35 （十）O・15 7 0．655 O，645 （一）O・010 2

4．40’ 1－7，1－55，工．45 2．1 2．O （一）O・10
 ■T1   5．655 O．680 （十）0・025 4

第  8 表 動脈墜20粧水栓静脈慶5粧水柱（♂〕1829L室温〃C

後部大静脈目リノ 一時間ノ尿量（C．C一）

一分間ノ流出量
食盤台宥牽（％）

時間（室温） （・・C・） 差（．主基準） 差 （主基準1
左 右 ■一L                   一’ 左 右

（二十分間毎） 絶甥値 ％ 縄鐵値 ％

10．40’ 3－7，4－3， 4．3 3．6 3．0 （一）0・60 17 O．530 O．500 （一）O，030 6

1r40！ 4．2，4．1， 4．O 3．1 1．55 （一）1・55 50 0．595 O，530 （一〕O．065 11

12’40’ 3．9，4・O， 4，O 2．8 1．6 （一）1・20 43 O，655 O．605 （一〕O・050 8

1040’ 3．7，3．5． 3，4 2．4 1，6 （一）O・80 33 0．655 O，605 （一〕0・050 8

2040’ 3．2，3・O， 2－7 2．0 1．65 （一）O・35 18 0，680 O．630 （一〕O・050 7

洲O’ 2．5，2．4，2．25 1，6 1．6 o O 0，680 O．630 （一）O．050 7

第9表 動脈慶21粧水柱静脈墜5粧水柱（♂）2429L室温2「C

後部大静脈目リノ 一時間ノ尿量（…．）≡ 食麗含有率（％）
一分間ノ流出量ミ

時間（室温）   （・・C・）  1

i二十頒毎）［左

差（，主基準） 差 （主基準）

右
i

     l 1

j対値1％；
左 r右 縄甥値1％

11。 3．8，4．3， 4．7 2．2 4．7
l l     1

12。 4－9，4．6，4－1 3，55 2．9

（十）2・50．11410・490
@    I l（一〕O・6518！O，605

0－605 （十）O・115 23
@   ≡

0．630
i I

（十）O・025－4

1。 4，2，3．8， 3．6 2，95 2．35 （一）0・60
@    ≡

  一

Q0 0655 O，645 （一）O．010 2

z 3．5，3－5． 3．3 2，95 2，O （一）O．95：32 O．655
    一O6801 （十）0025一 4

ぴ 3．2，3・I， 3．1 211 1．5 （一）O・6029
ｩ）。、。■3、；

@    l l

O．680 O．655 （一）0・025 4

4。 3．O，2，75，2，8 210 1．3 O．680 O．680   0 o

【40】
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第 エ 0 表   動脈慶22粧水柱静脈駆5粧水柱（♂）2129一室温

後部大静脈引jノ 一時間ノ尿量（・…） 食麗含有率（％〕
一分間ノ流出・量 ⊥       ’                      ’   ’

時間（室温〕 （C・C・） 差（主基準） 差（主基準）
左 有 左 布

（二十分間毎） 絶勤t直 ％ 絶甥倣 ％

10唱O’（13℃） 1－65．2．4，2．9 1．O 1．1

（。）α1。『。。r

@   ≡
O．375 0，405 （十）O・030 8

n唱O’（16℃） 3，2．2．9，3．0 1．4 ユ．65 （十〕O・25」1810・405
@   1＝

0．405 O 0

ユ欄O！（雌C） 3．O．3．0．2．85 1．3 1．45 （十）Oユ5．12 0530 0．430 （一）0・100 19

r30’（蝦C〕 3ユ5，3．1，3－5 O．8 O．8 0
l 1
O 0．535 01505 （一）0・030 6

2．30’（18℃〕 3．4，3．45，3．4 0．5 0．5 O  O   ■ O．510 O．555 （十）O・045 9

3．30’（19℃） 3：3，32，3・25 O．4 O．5 （十）O・王0125    ， O，555 0．555 o O
1

第 11表 動脈麗23粧水柱静脈睡5粧水柱（9）2409r・室温雌C

後部大静脈彗リノ’ ．＿二甲芒二尿芝、（？Cジ＿1 食騒含有率〔％〕
一分聞ノ流出量

時間（室温｝ （・．C・）

        一
D差（主基準）」 差（．主基準）

左 右 一                                           一 一
絶勤値i％．．■，一   →                  」 左 右

（二十分間毎）1 縄蜀倣 ％

’一  一一 1’’  一一

1
10唱0’ 1．6，1．9， 2．0 2．7 2．3 （一）04015     一 0．480 0．455 〔一）0・025 5

11．30！ 2，25，2．3， 2，3 32 3．O      一i，〕0206」     1≡（一）O．30

O，545 0．505 （一）O・040 7

1230’ 2・25，2．3， 2．2 3．1 2．8 1010．595 ・O．595 0 0

1．30！ 2・3，2－O， 2ユ 1．9 2．35 （十）O・45 24i O．605
P

O．645 （十〕O・040 7

2’30’ 2－2，2．O， 1．7 1．3 2．0 （十）0・7054
@    一（十）O・35j35

O，670 O・655 （一）O・015 2

3－30’ 1，6，1．5， 1．4 1．O 1．35 O．665 0．695 〔十）O・030 5

第 工2 表 動脈屡24粧水柱静脈睡5粧水柱（♂）3509・工・室温16℃

後者膀大静脈ヨリノ 一時間ノ尿量 （C．C・） 食麗含有率（％）
一分間ノ流出量 一

時間（室温） （・．・・） 差（主基準） 差（主基準）
左 右

絶対句％
、左   右

（二十分間毎） 糎掛値1％

1O氾O’ 6．5，6．6， 6．7 4．05 4．o （一）0－05 1
@    「

O．480 O．405’ （一）O，075 16

ユ1モO’ 6石，6－5， 6．8 4．35 5．2 （十）O・85 20 O．530 O．530 O O

12．50’ 6，85，6．8， 6．4 2．65 3．95 （十）1・30 49 0158010．630 （十）O・050 9

ユ毛0！ 6・3，6－4， 6．3 2．2 3．2 （十）1・oo 45 07051 O．580 （一）O・125 18

2．50！ 6．2，6．2， 6．3 1．9 2．65 （十）O．75 39 0．680 1 0．530 （一）O・150 22

3モO！ 5，9．6．0， 5．7 1．95 2．6 （十）O・65－33
@    一（十）O・65，35

O．730 O．680 （一）0・050 7

4．50’ 5，7，6．0， 5．9 1．85 2．5 O．705 O．655 （一〕〇一050 7
i

【41】
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第 13表

渡邊・沖山

動脈魔25粧水柱静脈麗5粧水柱（♀）2729・’室温18進

後部大静脈目リノ 一時間ノ尿量（c・o・〕 食盤含有率（％）
一分間ノ流出量

時間（室温〕 （C心） 差（主基準） 差（主基準）

左 布 I      一’，一山一 左 右
（二十分間毎） 絶勤値 ％ 絶勤値 ％

■■                                 ⊥  I     ⊥    皿

10紀O’ ＆3，3．7，＆8 3石 3．55 （十）0・05
】．

O．405 α430 （十〕O・025 6

11電01 4．2，41， 4．1 4．25 4．6 （十）α35 8 α555 α480 （一）α075 14

12．30’ a8，＆8， 3，9 5，15 5．45 （十）0・30 6 0．655 O．630 （一）0・025 4

1唱0’ 。a8，3．6， 3－3 乱3 4．6 （十）0・30 7 0．655 O，655 0 O

Z30’ 3．15，3－05，3蝸 2．9 3－1 （十）O・20 7 0．605 O．630 （十）α025 4

3．30’ 3－O，2＾ 2．9 2．4 2．8 （十）O・40 17 α680 O－655 〔一〕0・025 4

4唱0’ Z8，Z8， Z9 ZO Z3 （十〕0・30 15 0．655 α655 O 0

第 I4表 動脈睡26粧水柱静脈麗5粧水柱（♂）2479r・室温18℃

後郷大静脈毛リノ 一時間ノ尿量（O一・．） 食盤含有率（％）
一分間ノ流出量

時間〔室温） （・．O・） 差（主基準〕 差（主基準）

左 右 左 右
（二1．十分間毎） 縄鐵値 ％ 絶勤液1％

1び 8．3，8．1， 8ユ 7．85 6．7 （一）u5 15 O．555 0．555 O O

11。 8，2，7．2， 6．7 6．75 6．2 （一）0・55 S 0．655 O．655 O O

12’ 6，5，5．8， 5．2 6．00 4．8 （一・）1・20 20 0680 0．705 （十）O・025 4

1。
．

5．15，5．1，5．1 5．9 4．7 （一）1・20 20 0．680 0．655 （一）0・025 4

野 5．2，5－O， 5．0 5．4 4．5 （一）0・90 17 0．680 O．655 （一）0・025 4

3。 4－8，4．7， 4，8 4．65 4．4 （一）O．25 5 O．705 O．705 o O

4。 4．7，5．0， 4．7 4．45 4．1 （十）0・35 8 O．705 O．680 （一）O・025 4

第 15表 動脈墜27粧水柱静脈歴5粧水柱（♀〕4359L室温1a5℃

後部大静脈ヨリノ 一時間ノ尿量（…。） 食盤含有率（％）
’分間ノ流出量

時間（室温） （C．L） 差（主基準） 差（主基準）
左 右 左 右

｛二十分間毎） 絶勤値 ％ 縄対値 ％

11唱0’ Z8，2．8， 2，8 4．8 3．45 （一）1・35 28 O．530 ⑪一555 （十）㏄25 5

12唱O’ 2－7，2．3， 23 5．1 4．45 （一）o価 13
｡

O．580 O．605 （十）0・025 4

ユ越O’ Z2，2．3， 2．5 517 4，9 （一）O・80
i，）。、。1

14 O．555 α580 P（十〕α025 5

2唱O’ Z7，2．7． 2．7 6．8 6．4 6 O．605 0．630 （十）0・025 4

3．30！ 2．7，2局 2，7 6．1 6．1 0 O O．665 O．605 1一）O蝸O 9

年30’ 2局2．65，2．85 6．1 6．45 （十）O・35 6 O．655 O．630 （一つα025 4
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第16表 動脈睡28粧水栓静脈麗5粧水柱（♂）2429・。室温22℃

後部大静脈ヨリノ 一・條ﾔノ尿量（・・C・〕 食麗含有率（％）
一分聞ノ流出量 ■ ■ 一             一

時間（室温） （・…） 差（主基準〕 差（主基準）
．左 有 」 1 1        … 』 左 布

（二十分間毎） 絶鐵f肢 ％ 艦1勤仕 ％

11唱O’ 司、5，4．1， 4．O 2．1 1．8 （一〕0・30 工4 O．555 O．455 （一）0．100 18

12．30’ 4．0，3．9，4．1 1．9 2．05 （十）0・15 8 O．605 O．595 （一）0・010 2

1唱O’ 5．O，5．O， 4．9 2．4 25 （十）O・10 4 O，645 O．645 o O

2男O！ 5・1，5．1， 5．ユ 3．5 4．2 （十）0，701

@   ■
20 O．655 O．650 （一）O・O05 1

3唱O’ 5，6，5．5， 4．3 4．25 4．8 （十）O・55！13
i。）α、。1。    』

O．705 O，730 （十）O・025 4

蝸0’ 4－15’4．2， 4，15 4．5 4．75 O．730 O，730 O 0

第 17表 動脈駆29粧水柱静脈駆5粧水柱（早）3429L室温18．C

後部大静脈ヨリノ 一時間ノ尿量（・．・、）， 食麗含有率（％）
一分間ノ流出量

’時間（室温） （c…） 差（主基準〕 差（主基準〕

左 有 … 左 右
（二十分間毎） 縄謝値 ％ 絶勤値 ％

11．10’ 54，5．4． 5．6 9．1 7．7 （一）1・40 15 0．530 O．505 （一）0，025 5

12ユO’ ω，5．6，50 8．O 7．35 一（一）O・65 8 α530 α530 0 0

1■O’ 5，1，5．O，4．9 645 σ85 （十）α40 6一 α655 α605 （一〕α050 8

2．10’ 49，4．O， 仏2 6．4 6．75 （十）0・35 5 O，685 O．680 （一）0m5 1

3。工O’ 4．1，3．65，3．3 耳85 6．1 （十）α25 4一 0，680 α705 （十）O・025 4

ψ10∫ 3－25，Z8， 2，6 目．85 5．95 （十）1・lO 2 O．705 α705 O 0

第 ユ8表

時間（室温）

10．30／

11唱O’

12＾30／

1紀O’

2－30！

3唱0’

4．30∫

動脈麗30粧水柱静脈慶5粧水柱（9〕3309L室温19℃

穣惜医大音雫月派≡1リ．ノ

ー分閥ノ流出量
  （c・し）

 （二十分間母）

3．I，

2．5，

1．7，

1．6，

1．5，

1．4，

1．4，

3，35，

2・3。

ユー5，

L6，

1・4，

1．4，

1，2，

3．4

1．9

1．6

1．6

1．4

ユ．3

1．2

一日串間ノ周亀：墨： （c・o・）

差（主基準）

左  布
     絶罫匝 ％

4・35  4．4   （一ト〕0・05  1

2・6   2－25  （一）0－35 13

2．4   2，1  （＿）O，30 13

39 3・6 （一）O・308

5・1 4・5 （一）α6012

5，05  5，O   （＿）α05  1

4－45  44  （＿）0，05  1

食盤 含有 牽 〔％）

左   右

O．540   0．530

0．605   0．605

0．705   0．655

0．680   0．695

0．680   0．715

0．690   0．705

0．705   0．725

（主基準）

絶勤値t％

（一）O・㎝0

 0
（一）0刀50

（十）0・015

（十〕O・035

（十）α015

（十〕0・020

2

0

7

2

5

2

3
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第I9表
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動脈睡40粧水栓静脈麗5粧水栓（♂）ユ65gL室温13℃

後部大静脈ヨ可ノ 一時間ノ尿量（C・〇一） 食麗含有率（％）
一分間ノ流出量 ■   一 一’                      ■‘「

時間’（室温） （C・C・） 差（主基準） 差（主基準）

左 布 』 一I一 一 ，  ■ 一 一 』， 左 右
（二十分間毎） 縄釧直 ％ 縄罫値 ％

1r（雌C） 3－2，325，3・3 2．85 3．0 （十）O・15 5 O．530 O．555 （十）O・025 5

ユ2｝6℃） 3，3，3．25，3・1 2．6 2．7 （十）0・10 4 0，505 O．545 （十）O・040 8

1！（rC） 3．1，一2．6，2．5 O．8 O．7 （一）0・10 i3 O．555 O．555 0 O

2。（18℃） 3．O，30， 2．85 0．4
， 一 一

O．555
口 i一

3。（18－C） 3，O，3．05，2，85
一

0．35
■ 一 一

O．555
■ 一

四一 山 ＾’

 此等ノ實駿威綾ニョリテ次ノ地キ事費テ認ムルコトテ得ベシ・

 （イ）「同動脈歴ナルニモ不拘左オ禰腎ヨリノ尿量ハー般二相等シカラズ」

 各實験二於テ，英ノ個々ハ同動脈駆，同腎門静脈墜ニシテ，総チノ外界條件ニハ何等ノ鐘

化デモ加ヘザルニ不拘左右雨腎ヨリ生ズ．ル尿最ハ相等シカラ尤吉田（1930）工20〕ハ共ノ論文

中二於テ，左右尿量ノ杣等シヰ時ハ爾腎ノ機能蜘チ健康状態和等シク，爾腎中二活動セル綜

毬髄ノ数モ相等シ手事ノ諮擦ナリトナセリ・然レ共余等ノ實駿二於テ後章二述ブルガ如ク・

左右尿量ニハ柵常ノ相距リアルモ，食簾含有最ハ左右略々相等シク，耐モ英ノ時間的経過ニ

コル尿量，食髄含有量ノ鐘化二於テハ，左オ1殆ンド相似タル傾向ヲ有セル多藪ノ側テ得タル

ガ敬二，尿量ノ文才1不同ト云フ事費目リシテ，剛臓機能ノ左右不同ト云フ縞諭テ導キ出スコ

トハ通常ナラズ．印チ之レ手術中腎臓小動脈枚二生ぜル栓塞ノ有無，輸尿管「カニュー・ノ」及

ビ後部下空大静脈「カニューレ」ノ位置等ノ影響ニヨルコト多シ．勿論最初ヨリ腎臓二病変ア

リタル時ハ，英ノ影響ガ食盤含有量二現ハル・カ或ヒバ最初ヨリ尿排泄悪シキガ敬二直テニ

之レテ認ムルコトヲ得ベシ．又条等ハ他ノ目的ノタメニ全然騒外二摘出シタル腎臓二裁テ灌

流シタルニ左右雨腎ハ金ク，著クハ殆ンド同量ノ灰ヲ榊Hセル場合アリ．之レ恐ラク腎臓ノ

周園二何等ノ障害物モ無ギガ敬二，輸尿管「カニューレ」及ビ後部下室大静脈「カニューレ」テ

適當ノ位置二置キ得タルコトニヨルナルベシ．撚レ共全腎摘出ニハ長時間（雄墓ニハ約1時

間牛，離基ニハ葉レ以上）ヲ翼スルガ敬二可及約健全ナル腎臓テ用フベヰ必要ニアル時八手術

時間ヲ短縮スルタメ内臓ハ全然之レラ除去セザルテ良トス．歎ル場合ニハ約30分ニシテ手術

テ終ルコトヲ得ベシ．サレド左右尿量ハー般二相等シカラズ．敬二吾人ハ今俊二種々薬品等

ノ尿量二及ボス影響ヲ研究セントスル時一例ノ静脈デリンガー氏液ニテ，他側テ加薬品リン

ガー氏液ニテ灌流シ，左オf尿量テ比較シ以ツチ度テニ薬品ノ作用二論及セントスル時ハ充分

ノ注意ヲ要ス．

 （口）’r時間ノ経過二件ヒテー般二尿策ハ漸次減退ス．又途中』曾川ノ傾向アルモノモ第6

時間目乃至第7時間目」二列レハ遼ビニ減退ヲ示ス．靱チ6－7時間日ニテハ綜毬鰐ノ所調濾

過機能減退スルコトヲ示ス．而シテコノ傾向ハ左オi殆ンド相等シ」
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 從來ノ研究二於テ，種々薬品等ノ腎機能二及ボス影響ハ数拾分，或ヒバ1時間等ノ尿テ分

割シテ運綾数時間探取シ，英ノ漉流ノ途中二於テ，加薬品リンガー氏液等デリンガー氏液ト

交換シテ皿ツチ兵ノ薬品ノ作用テ騒シクリ．熱レ共余等ノ賢験二於ケルガ如ク，通常ノリン

亙二氏液灌流二於デモ荷毎1時間ノ灰最ハ漸次増又ハ減二裂叱セルモノナルガ敬二時間的経

過ニコル尿量ノ劇ヒテ考ベニ入レスシテ，種々ナル實験テ行フコトテ得ズ．此慶二注意スベ

キハ時間的経過ニコル尿量劉ヒノ傾向ハ左オ湘等シキコトニシテ，此ノ事費ヲ利用スレバ種

々ナル實験ハ可能ナルベシ．

 今實験成績ラ見ルニ時間的経過ニコル尿量ノ蟹化ニハニツノ傾向アルコトヲ知ル．勘チ

（工）最初ノ』2時間目ノ尿量最大ニシテ漸次減少スルモノ．（第3表，第4表，第8表，第

g表，第10表，第1I表，第12表，第14表，第17表参照）（2）2時間目又ハ3時間目等ヨリ増加

シ始メ，6－7時間目二至リテ初メテ減少スルモノ．（第5表，第6表，第7表，第13表，第

ユ5表，第16表，第18表参照）ニシテコノニツノ傾向ノ存スルコトハ尿量ノ墳滅テ云々スル場

合二充分ノ注意ラ要スベヰ事柄ナリトス．第2ノ傾向ハ犬躍動脈墜ノ高キモノニ於テ著シキ

ガ如キモ，簡低墜二於デモ認メ得ル場合アルガ敬二，恐ラク繍塞髄濾過膜ノ状態劉ヒニヨル

モノナラン．亦今左右尿量ノ差テ，常二左テ基準トシテ英ノ縄対値ト「ブロセント」トニ分ク

テ言巳載シタルガ，之レニョレバ，蜘チ尿量ノ鐘化ハ左右回ジ傾向テ布ス｝雄モ，英レハ軍

二，糟叉ハ減ノ傾向ノ謂ニシテ，一定ノ数量テ皿ツチ表ハシ得ルモノニ非ザル事ハ注意テ要

スベシ．換言スレバ，糟叉ハ減ノ傾向ハ左右相等シキモ，英ノ墳叉ハ減ノ度ハ左右籾等シカ

ラズ．両シテ比ノ差ノ値ト灌流時間及ビ動脈灌流歴トノ間ニハ認ムヘキー走ノ開係テ見出ス

：1ト能ハザリヰ．

 （ハ）「尿中食盤含有量テ見ルニ，之レハ尿量ゲ・裏リ，左右殆ンド相似タルモノト云7

テ得ベシ．又其ノ時間的経過ニコル増加モ左右殆ンド相似タリ」

 Yos出da（1924）㈹ハ0．65「プロセント」ノ食盤含有率テ有スルリシガー氏液ニョリテ連綾7

時間ノ尿ラ採取シタル側テ示セルガ，食麗含有量ハ産ダ低張ニシテ，最初ノ．3時間ハー定

ニシテ，耐モ左右同量テ示セリ．然ルニ条等ノ例二於テハ吉田氏ノ報告ノ如キ理想的結果

テ得タルコトナシ．食監含有量ノ低張テルハーツニ排泄セル尿量ノ問題二蹄スベシ．印チ

Yoshida（1924）㈹ノ實験二於ケル1時間ノ尿量ハ最高O．4姥，最低O．2粍ノ極メテ小量ナリ．

之レ小量ノ尿ハ紬尿管中二止ル時闘長ギガ敬二食駿ノ再吸牧テ受クル量多ギガ爲メナリ．サ

レドO．2靖等ノ小量ノ床ハ之レノ化學的定量ラ行フニ営リテ誤差ノ範園ノ大トナノレヲ脱レ

ス．敬二基グシク小量ノ尿ハ定最的實駿ニハ適セズ．

 （二）「尿中食駿含有量ハ動脈灌流壁ノ愛化ニハ殆ンド無關係ニシテ最初ノエ時間ハ最モ

低張；シテ，英ノ後漸次食髄量テ増シ，6乃至7時間日二列ひバ遼二灌流液ト同張二近クナ

ルカ或ヒバ同張トナルモ高張けル事無シ．此ノ開係ハ法則的ニシテ動脈壁トハ無關係ナリ」

 尿中食臨含有量ヲ日穣トシテ腎臓機能ヲ研究スルニ鴬リテ，最モ重要ナルバ，果シテ灌流

中，尿中食騒量ガ幾時間カー定ラ保チ得ルモノナルカ否カト云7問題ニアリ，先二述ペタル
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ガ如クYoshida（1924）㈹ハ第3時間目迄一定ラ保チ得タル例テ示シタルモ，英ノ他ノ多タ

ノ實験例及ピ余等ノ實験例テ見ルニ，］時間毎二採取シタル場合ニハ，時間ノ経過二件7テ

漸次食髄量デ措加セリ、但シ後章二述プル，第28表，29表，30表ノ如ク30分母二採取シタル

時ハ第3時間以後ニシテ腎機能ノ可成リ低下セル時期二於テハ多少一定テ保チクル戒綾テ得

クルモ，北ノ場合ハ相鴬大ナル動脈駆テ裏スルガ敬二腎機能テ保チ得ル時間ハ遊ダ短縮セラ

ル・コトヲ脱レス．サレド食駿最ノ時間的増加ノ開係ハ全ク腎臓機能ノ鐘化ニコルモノニシ

テ動脈墜トハ無關係ナルコトハ第1圃ヨリ第6圃二於テ明カニ認ムルコトヲ僧ベシ．

 一策1圃ヨリ第6圏迄ハ，第ユ時間目ヨリ，第6時間日二至ル尿量及ピ食野合有量テ各自ノ

動脈墜ト比較シ列レモノナリ．

             第    一   園
  尿食
  量 麗       一一△  △一主食麗％一Q一○一左尿量
 。意量
 ）（％）     一〇一〇一石食麗％ 一十一十一右尿量

（第一時聞局）

十

07

σ6

仏5

q！1；

ゾ＼ “

～
＼

 十
O．1

15 禍 17 1目 13 20 罰 黎 2書 閉 25 鴉 η 28 2日一喜O醐脈歴
                            劇ホ剴

匿餐轟

。G量
）（％）

第   二   闘

（第二郷戸）

o．ア

0唱

05

11；

：二： 4

   二、／

、ギ∫
     十

斗

15 1審 1ア i8 19 靱 洲 22 姐 24 25 2S η 28 2S 副
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尿食
量麗．

。意量
）（％） 第  三  圖

（第三時榔目i㌧

ア 。一ア

G 0，G

4

3

2

0．5

O．4

o．3

0．2

＼
＼ ＿！

十

／H＋

0．1

尿食
量璽

。意量
）（％）

8

15 16 1ア 18 19 20 罰 理 25 24 25 26 27 28 23

（第四時闘目）

第  四  圃

；o動脈藺
 馴水樹

7 0－7ノ

6 0，6

4

3

2

0．5

O．4

⑭5

012

＼十

＼
  十、十 ！！十

ノ

／

0．1

15   16   1ア   一8   19   20   21   22   2；   24   25   26   2ア 四 閑 醐騎．版盤
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第   六   圏

（銅六時間日）

0。ア
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十一I

     ／

   ！十

ノ

∠

     1516－171819202122232ヰ2目路2ア2823百O動舳
                                鰍水柱〕
 此等ノ園ニョリテ次ノ如キ事費ラ認メシム．

’（工）尿量ハ動脈灌流墜ノ高キ程明ラカニ漸次増加ノ傾向チ示スー．最初ノ1－2時間目二於

テ途中2－3ノ例外アルハ恐ラク腎臓内外ノ種々ナル條件ニコルモノナラン、帥チ第5－6時

間目二至レハ明ラカニ高座テルニ從ヒテ尿量j曾川セリ．

 （2）食盤合有量ハ之レニ反シ各時間毎二於テハ賂力一定ニシテ動脈歴トハ殆ンド無關係

ナリ．

 （ホ）「動脈灌流墜高キ程尿中食襲最ノ灌流液中食髄最二近ヅク時間一早シ．換言スレバ，

動脈墜高キ程腎機能ノ減退早シ」

 以上ノ開係チ明白ナラシメンガ爲二，第7国及ビ第8圃ヲ作リタリ．

             第    七    圖
      （第一時間日）

一 町3

、

斗

10．2
魯
脾
智0．1
津

覇。
蒜

豊町・ （第二剛）
§

）⑭2

 01

 0
    （鈍三時間目〕 O一冨

 町2

 0．1

 0
    15 16 π 13 19 2口 21 22 23 24 2； お η 20 理 酌動配電
                               馴水蜘
               【48】



纂腎畷ノリγガー氏液灌流試験 263

第    八    圃

 o．3

｝02
、

去11

螂
■

10
報
｛
島。－5

口
■

§皿2

 0，1

 0

 0．召

 σ2

 0．1

 0

（第四時脚目）

｛第五時間目）

（第六時欄日〕

I  一 ■   一 ’ h 一 1   1 I 一      一 ’     一」

      15 誠 1ア 旭 旧 ㎜ 閉 盟 25 24 25 鴉 η 28 29 50動硯鵯
                                  独ホ倒

 動脈墜ノ愛化ニョリテ灌流液中食盤含有量ト各時間二於ケル左右，尿中食顧含有量テ平均

シタルモノトノ差ガ如何二鐘化スルカ，副チコノ値ノ大ナル程腎臓ノ食璽稀薄力犬ナルガ故

㍉之レヲ以ツチ腎臓機能測定ノ標準トナセリ．今コノ差ガO．i劣デ示ス横線テ引クニ次ノ

如キ事費テ認ムルコトヲ得ベシ．郎チ動脈駆24糎以下ノ低墜二於テハ大髄第4時間目迄ハ之

ノ線ノ上二位スルモ125糎以上ノモノニ於テハ既二第3時間目ニシテ之ノ線ノ下ニアリ．第

6時間目二至レハ総テ之ノ線以下ナルコトテ知ル．但シ之等ノ中2－3ノ例外アルハ動脈歴

以外ノ影響二俵ルモノナルペシ．比ノ例ニョレバ動脈歴24糎以下ノ低壁ナル時八大騒4－5

時間ソレ以上30糎迄ノ高座ナル時八大髄2－3時間ノ間八相當ノ腎臓機能チ有スルガ敬二，

實験ノ用二供スルコ｝テ樗ベシ、サレド以前二述ベタルガ如クコノ機能ハ時間的経週二件ヒ

テ漸次減退的二進行セル毛ノナルコトヲ忘ルヘカラズー此ノ動脈璽商号程尿中食盤含有量ノ

高キ事ξ麗シテハ，副チ高墜二於テハ尿量可成リ大ナルガタメ赫毬誰濾過渡ノ紬尿管中二留

ル時間短ク從ツチ食盤ノ再吸牧小寺ガタメナリトスレバ説明テナシ待ルモ果シテ，赫毬麗濾1

過膜ハ之レニ無關係テリヤ否ヤニ就キテハ明カナラズ．

 倫以前尿量二就キナ行ヒダルガ如ク食臨含有量二歳キナ毛，左テ常二標準トシテ右トノ蓬

及ビソノ「ブロセント」ラ言巳載シタルガ，左右尿中ノ食堕含有量ハ時間ノ経過二件ヒテ共二盾

加スル傾向ヲ有ス生モ英ノ増加ノ度ハ左右相等シカラズ．叉英ノ差ノ値ト灌流時間及ビ動脈二

灌流歴トノ間ニハー定ノ關係テ認メザリキ．

          第二節 腎門静脈魔ノ灌流實験二及ボス影響

第20表ヨリ第26表二至ル進ハ動脈睡ラー定ニシテ腎門静脈歴ノミデ1糎ヅ・ノ間隔ヲ置キ

ナ系統的二逐次上昇セシメタル例ナリ．此等ノ例ニョリテ次ノ如寺事費テ認ムルコ’
gヲ得ベ

シ．

                 【49】
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 （1）r腎門静脈璽テ劇ヒセシムルモ尿最及ビ食騒含有量ヂ同標トシタル實験結果ハ以前二

述ペタル動脈墜テ鐘化セシメタル時ノ結果ト犬養ナシ．印チ墓腎臓灌流實駿二於クル腎門静

脈懸ハ主要ナル役割テ演スルモノニ非ズシテ寧日無開係二近キモノト表フベシ」

    第タ0表 動脈麗21粧水柱静脈駆6粧水柱（9）3359L室温1σC

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速度， 後部大静脈ヨ 一・ 條ﾔノ尿量（C．C．） 食窮含有率（％）

蒔  間 Mariolte氏装置二…1ルー氣泡撰・
生ノ時間 （秒） （二十分母）

リノー分間ノ

流出量（・・C・）
差（主基準） 差（主基準）

（室温〕 左 右 左 盾
動  脈 ，左静脈 右静脈 （二十分母） 絶倒置 ％ 絶勤値 ％

1r（19℃） 11，10，9 10，1O，10 32，34，35 3－O．3．25，3・25
413 2．2  ■ （一）2・1 49 O．445 O．520 （十）0・075 17

12’（21℃） 8．8，8 13．12，12 28，40，25 335，35，37 4．3 4．65 （十）035、 8 O，495 O．570■ （十）0．075 15
1

r（2野C〕 10・5，工0，10 13，10，10 36，40，40 3．4，3．6，3．7 3．65 4．6 （十）0・95 26 O．620＝ O．585 （一）0・035 6

牙（26℃） 12，6，6 12，7，7 45．13．17 355，40，37 2．9 5．1 （十）2・2 76 O．645≡ O．595≒ （一〕O・050 8

3Ψ6℃） 7．9，9 8，10．10 25，40，50 3．4，3．O，2．7 1．9 4．6 （十）27
P
142 Pα6値 O，645 O O

4Ψ6℃〕 11，15，16 11．15，15 60，48，27 2，6，2．5，2．6 1．1 3．7 （十）2・6

@    ■
236 O．695 0．670 （一〕0・025 4

5て〃C） 20，25，33．5 18，22，24 32，40．45 1．7，1．6，1・3 O．6 2．7 （十〕2・1350     1 O．705 0．670 〔一〕O・035 5

第 2 I 表   動脈騒21粧水柱静脈麗7粧水柱（♂）2159仁室温

後部大静脈ヨ田ノ ｝日串間ノ尿量（o．軌） 念頭含有率（％）
一分間ノ流囲量 一一                         1■一■

時間（室温） （O…） 差（主基準） 差（主基準〕

左 布，
絶雛1％

左 右
（二十分間毎） 縄勤値 ％

11■0’ 1αO，10島9石 z9 2．7 （一）α2 7 α530． O．455 （一）α075 14

12．1O’ 10皿10．O，臥6 2．3 1．7 （一）α6 26 O，595 O－645 （十）O・050 8

1打O’ 10－0，臥6， 臥O 1．35 1．O （一）α35 26 O．630 α630 0 0

2コO’ 9．6，＆6， 9．2 1．2 O．9 （一）O・3 25 α605 α630 （十）α025 4

3■O’ 8．0，τ7，7．8 1．2 O．9 1一）0－3 25 0－645 0．630 （一）α015 2

ψ1O’ 7．3，7－0，τ3 1．25 1．O （一）O・2520
@  1

α680 0．660 （一）α020 3

第22表  動脈壁21粧水柱静脈璽8粧水柱（♂）2159・・室温10℃

時間（室温〕

ユび20’（11．C〕

11ツ0ノ（1グC）

1牙20’（17C）

r20’（1牙C）

沙20’（12oC）

ザ20’（1ZC〕

ψ20／（1歌C〕

後部大静、脈彗サノ

ー分間ノ流出量
  （C・C・）

 （二十分間毎）

3．3， 3．9，

4．75， 5－0，

5．3，

5・9，

6．1，

5．9，

5．8，

5．7．

6．O．

6．1，

6・O．

5．3，

4．3

5．3

6．0

6，2

6，1

5．8

5．3

一時間ノ尿量（・…） 食盟含有率（％）

1．6

2．4

2．5

1．5

1．O

O．7

0．6

右

1，35

2．3

2．6

1185

1．3

1．0

0．9

差（主基準）r

縄釧直

（一）O・25

（一）O．1

（十）O・1

（十）0・35

（十）O・3

（十）O，3

（十）O・3

！％

16

4

4

23

30

43

50

方

O．525

0．580

0．580

0．595

0．615

0．655

0．695

庄

O．530

0．565

0．605

0．580

0．600

0・705

0．655

差 （主基準）

縄勤個i％

（十）O・005

（一）0・015

（十）0・025

（一）O・015

（一〕0－015

（十）O・045

（一）O・040

1

3

4

3

2

7

6

【50】
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第23表 動脈躍21粧水柱静脈屡g粧水柱（字12329r．室温g一げC

一時間ノ尿量 （・…） 食襲含有率（％）
時間（室温）

後部大静脈…1リノ

[分間ノ流出量
@   （。・・．）

@（二十分間毎）           ’

差（主基準〕 差 （主基準）

左 右 産 右
縄勤値 ％ 絶甥値一％

10制’（山C）

P1．30’（16℃）

P2．30’（耐C）

P．3⑪’（17℃）

蛯R0’（エ9℃）

R削！（砂C〕

S．30’（18℃）

4・6，5．O， 5．6

U．0，5－9， 5．8

T．5，5・03，5．5

T．04，5．04，5，02

T．0，4．9， 5，02

S・8，4．5， 4－0

R．45，3．2， 3．0

1．4

Q．0

Q．3

Q，35

Q．4

Q，35

P．6’

1．7

Q．1

P，45

O，95

O，7

O，45

O．4

（十）0・3

i十）0・1

i一）0・75

i一）1・4

i一）1・7

i一〕1・9

i一）1・2

21 O．455

O．495

O．580

O．580

O．605

O．630

O．630

O．445

O．480

O．545

O．655

O．605

O．675

O．675

（一）0・010

i一）O・015

i一）O．035

i十〕O．065

@ 0

i十）O・045

i十）O・045

2367077

第 24表 動脈懸21粧水柱静鰯10糎雌（字〕400・唯坪1牙C

腎動脈及腎門脈・1リノ流入速一度， 後部大静脈ヨ 一時間ノ尿量（αo・） 食堕含有率 （％）

時  間 M町10ue兵装置二引レー気泡蛍
生ノ時間 1秒）（二十分母）

リノー分間ノー

（室温） 流出量（C．C・）
差（主基準） 差（主基準）

左 右 … 一

動脈左静脈1右静脈
左 右

（二十分母） 絶勤値 ％ 縄鐵値 ％

uo〔17℃〕 25，17，14 7，6，6 4，4，4 5，7，σ4。鮎 1．5 2．O （十〕0．5 33
  ≒0．4950，425

（一）0・07 14

〃（2rC） 13，12，14 7，7，8 4．4，4 6－35，6．6，6－45 2．7 2．7 O O α545－O．495 （十）0価 り

f
1．（22℃〕 20，20，20 9，5．5 4，2．5，3 646．5，6－5 2．O 2．3 （十〕α3 15 0－570－O－495

@ ≒0．6250，535  ≡

（一）O・075 13

2て26．C） 26，25．30 7，8．1O 3，3，3．5 ω，6．05，5．9 1．6 14 （一）0・2 13 （一）O・090 14

3’（25℃） 30．26，24 1O，11．12 5，5．5 5455，5・1 2，O 0．9 〔一）1・1 55 0．6350，645
@ ≡

（十）0・010 2

4’（艀C） 29，31，32 12－2．13 5，5，5 巳1，5．1，ω 1．4 O．6 （一）0・8 57 O．6450．645 O O

5’（2rC〕 33，36，38 13，10，10 6，6，6 4－65．4島ω 1．4 0．2 （一）12 86 0．側5 一
■ 一

第25表 動脈睡21粧水柱静脈懸11粧水掻（♂）2909r室温13℃

後部大静脈ヨリノ 一時間ノ尿量（㌫・．） 食襲含有率（％）
時間（室温〕

一分聞ノ流出量
（c山〕

差（主基準〕 差（主基準）
左 右 左 右

（二十分間毎1〕 絶勤値 ％ 縫鐵値 ％

12．（1ψC） 5－O1，5．45，59 1．45 1－6 （十〕α15 10 O．465 0－390 （一）α055 12

1．（雌C） 585，6．05，阯 1．45 ZO （十）0・55 38 0490 α490 O O

2。（〃C） a2，5－75，5．9 1．25 1．6 （十）0・35 28 0．490 α515 （十）O・025 5

3¶げC） 6－0，5．95，6－0 1．3 1．5 （十〕α2 15 0，540 0，515 〔一）0・025 5

ψ（1サC） 5－85，5．8， 5．8 1．4 1．5 （十〕O・1 7 O．580 0．580 O O

げ（2びC） 5・5，5－7， 5－6 1．45 1．25 （一）O・2 13 α620 O，605 （一〕0・O15 2

【51】
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動脈屡21粧水相1静脈睡15糧水柱（♀）2759r室温工4肥

後部大静脈・1リノ  一時間ノ尿量 （o．o一）   食麗 含 有率 （％）

      一分間ノ流出量
時間（室温）
         （剛   左 右
       （二十分間毎）

10紀O’

11030’

12’30’

1．30’

牙30’

3唱0’

4紀O’

差1主基準）         差 （主基準）

      左   有
縄鋤値1％   繍値1％

6．5’ 6．5，  6．2   2－5   1．9  〔一）0．6  24   0－455

7・2，6・6，50 1・6 095（一）0・6541 0・595

4．4， 4ユ，  4，15   1，5   0．7  （・）0．8  53   0－655

4・25，4・5，4・5 1・6 0．4（一）1275 α655

5ム5・1．4・7 1・5 α5（一）I・067 0・655

4・3，4・2，糺15i．15α6（・）α55480・705

435，4・3，4・35 1価α6（一）α4543 α730

0・405 （一）α05011

0・555く一）O・040 7

0－635   （・）O．015   2 一

O・730（一ト）0・0254

0．730   0    0

．第27表 動脈騒2＆5粧水柱静脈睡O粧水柱（字）1929＾室温

後部大静脈剛ノ 一時間ノ尿量（Cκ・〕  食鯉含有率（％）
      一分間ノ流脚量
略閻（室障〕
        （c血）  左 右
       〔二十分間毎〕

差（主基準）         差 （主基準）

      左   右
縄鐵値 ％         絶鈎値  ％

10組0’（10℃） O・9，1．15，1－3 2．3 1．45 （一）0－85 37 O．505 O．455 （一）O・05 10

1r30’（17“C） 1－5，1．6． 1．45 2．8 2．65 （一〕0・15 5 0．505 O．455 （一）O・05 I0

砂30’（1ヅC〕 1．45。ユ．5， 1．25 2．4 2．車5 （十）0・05 2 O．蝸0 0，455 （一）0・025 5

1．30’（1ヅC） 1．3，1．2， 1・2 2．35 2．2 （一）0・15 6 O．580 O．530 〔一〕O・05 9

Z30’（20℃） L25，1．3， I－3 2．3 2．3 O 0 O．605 O．580 （一）O．025 4

3’30’（扮C〕 1．5，1－35，工．3 1．8 2，O （十）O，2 11 O．630 O．邸O （一）0．05 8

4紀0！（2びC） 工．3，1．2， 1．15 1．1 1．3 （十）0・2 18 O．605 O．555 t一）O・05 8

5昭0’＿9．15’ 一           ■           ■
2．4 2．2 （一）O・2 8 0．665 O．645 （・）O．02 3

9■5’＿欧40’ （翌日午前）一 2．2 2．0 （一）0．2 9 0．705 O．655 （一〕O・045 6

8．40’一r40’ 一          ■           一 0．8 O．85 （十）O・05 6 0．730 ・0．730 0 0

1540’＿5’ ・        一一         一
1．2 1．4 （十）0．2 17 O．730． 0．730 0 O

 從來ノ實験二於テ，腎麟灌流二主トシテ，蛙叉ハ墓チ周7ル所以ノモノハ締毬髄及ピ紬尿

管ノ分離的研究ヲ行7二便ナルガ爲メニシテ，コ’ノ意味二於テ腎門静脈ヨリノ灌流八重要ナ

ル位置二置カ1ノダルモノナリ．今コノ腎門静脈ヨリノ灌流派二種々ナル薬品デカ四ペタル實駿

ノ可否二就キテハ条等ハ此慶二云々スルニ1トチ得ザルモ唯軍ニリンガー氏液ノミノ灌流ノ時

二於クル灌流墜ハ尿中食騒量及ビ尿量ニハ何等ノ蟹叱チモ奥7ルキノエアラス．

 コノ事費ハ筒第27表二示スガ如ク，全然腎門静脈ノ灌流チ最郵ヨリ行ハザル場合二於デモ

壁リ無キバ注目二値スベキコトナリトス．此ノ例二於テハ食璽合有量ハ比較的低張ニシテ7

時間テ通ジテ薬ノ「ブロセント」二大ナル蟹動テ見方散二此ノ灌流テ翌日迄総陵セシニ尿量

                   【・52】
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ハ蓬グシク減少セシモ尿排泄止ルコトナク，30時間以上二チモ筒多．少存ス．最モ興味深キバ

食髄合有量ニシテ22時間ニシテ術リンガー波ト同張ニハナラズ，27時間ニシテ途ビニ同張二

達シクリ．帥チ締毬誰ノ濾過作用ハ30時間二至ルモ筒存シ，細尿管ノ吸収作用ハ最初ヨリ腎

門静脈ノ灌流ラ行ハザルニ不純22時間二列ルモ筒儀カニ存綾スルコト・ナルベシ．期タノ如

キ結果テ得タルコトヨリ考7レハ從來ノ實験二於テ腎門静脈ヨリノ灌流テー時停止セシメ

テ，紬尿管ノ機能チ遮断セシコトク云ヘルハ無意味ナリト云7ベシ．荷26表ノ如ク腎門静脈

墜テ甚ダ高クズル時ハ既二第6時間同二於テ床ハリンガー氏液ト同張二近クナルハ紬尿管機

能ノ障害テ示スモノナルベシ．以上ノ如ク腎門静脈ヨリノ灌流テ行ハヂルモ實験結果二襲ル

トコロナシトスレバ今後ノ實験ニハ場合ニョリテハ腎門静脈ヨリノ灌流チ行ハザルヲ便トナ

ス事アルベシ．側ヘバ瀞毬髄ノミノ機能テ研究スルニ當リテ腎門静脈ヨリノ灌流液中ノ食盤

ガ多少共尿中ノ食髄重二影響ヲ奥ワルヤ香ヤチ嬢ヒ且ツ恐レツ・モ紬尿管機能ノ減退叉ハ停

止スルコトヲ恐レテ腎門静脈ヨリノ灌流ヲ動脈ヨリノ灌流ト共二併セ行ブガ如キ必要テ認メ

サルガ爲メナリ．事費今北麓ニハ述ベザルモ腎門静脈ヨリノリンガー液中ノ食駿ガ尿中二移

行スル場合存スルナリ．

 以上種々ナル賢験ハ総テO．ク％ノ食盤テ合メルリシガー氏液チ用ヒダルモ，此レヲα65％，

0．6％等ノ食襲テ合メルリシガー氏液ニテ行フモ腎機能ノ上方ラハ大差ナシ．此ノ事費ハ第

28表，第29表及ビ第30表二示スガ如シ．

第・・表リ蒜灘ノ油鰯・・粧水柱静鰯碧’1彊艦（・）・・…

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速度，
M＝ario肺氏装置二引レー氣泡費

彼部大静脈彗 一時間ノ 食盟含有率

室温，時間 生ノ蒔聞 （秒） （二十分母〕
リノー分間ノ

流出量（C・C・〕
尿 量 （％〕

   1 静   脈動脈1庄  右
（二十分母） 左 右 率1右

1ぴ30’＿1r30！ ・8，7，lO 5，4，4 一 46，57，τO 2．4 2．3 0－345 0．380

（22∬C）

エ1電0’一1203γ 工O，11，n 4，4．5，4．5
一 7・5．7＆不g 2．6 2．8 O，515 α530

雌30㌧工．，r－1．30’ 11，12，ユ2 3，4，5 7＾γ2，7．1
1．55i旦．65 1．6 0．555 0．545

一
（23．C〕

1．7 0．55ξ α570

1．30」2、牙一胴O’ 12，12，lZ5 5，5，55 7．2，7．5，7・5
1．8i1．9 1．9 O．57 0．58

■
（附C）

2．05 O．58 O．585

Z30’一3。，3L3’30！ 13，14，13 4，4，5 7．6，τ8．7郷 13i2．O 2，2 0－565 O．58

一
（25．C〕

2．3 0－58 O．59

3唱O」4㌔年一欄0’ 14，14，14 5｛5，5 孔6，＆O，＆0
1．8iI．7 Z25 0．58 O－605

一
（24℃〕

2．25 O．595 O－595

4削」5㌧5㌧鵬O’ 14，14，13 5・5，5，6 ＆0，8－O，＆5
1．6i2刀 2．2 O．58 0．605

， 2．4 O．605 O．605

【53〕
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第29表

波蓬・沖山

王謡器蹴ノ動鰯・・糎雌静脈歴萎11羅擁（♀岬肌

腎動脈及腎門脈…1リノ流入遮廊 後部大静脈ヨ 一時間ノ
M趾iott6氏装置ニョルー氣泡縦・ 尿  量

食麗含有率

室温，時間 生ノ皓間 （秒） （二十分母）
リノー分間ノ

流出量（・・C・）
（C・O．〕

（％）

       1 静     脈動 脈j 左 ■ 右

（；十分母） 左  右 、左 右

10．40’一11’ω’
        一

P0・，1O”，8〃95，9，75！ ・一 2．2．2．5，3．O 2．15 1．9 O，455 0．405
（23℃）

11’40’一12｝O’ 8，7，7 7．5，7，7 ■
3．2，3．6．3．7’ 1．95 2．6 0．48 O．505

（23℃〕

12－40㌧1．，ユ’一利O’ 7・5，7，7・5 15，7・5，61 一 2．0，3．0，3．4 1．65
1．45

0．545
O．545

（24℃〕
1．3 O．555

1測’一2o，沙一2珊’ 9，9．8 7， 7， 7一  ＿    33，33，35 1．45
1．35

O．58
O．595

工．2 O．595
1

2．40’＿3．40’ ユO，9－5，7 8，8，。i＿ ！ 3，4．3．6，3．7 1．3 2．3 O，58 0．605

（24∬C） ；   1   ；
3．40’＿4．40’ 7，1O，9 5，5，5一 一 1 3，7，3．9，4・O 1．35 2．1 O．505 O．630

〔25℃〕 1
4940’＿5．40’ 9・95・n 7，6，6 一     ； 4．1，4．O．4－O 1．7 2．0 O．635 O．630

1

第30表 リ蒜蹴ノ動鰹・・糎雌静鰯蓋’1籍艦（・）・・敏

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速度， 後部大静脈ヨ 一時間ノ
M虹iotte氏装置二目ルー氣泡蟹 尿  量

食襲合有率

室 温，暗 岡 生ノ時間 （秒）（二十分母） リノ1分聞ノ
流出量（αo一〕

（・．・・） （％）

動  脈
静     脈

左  i 右
（二十分母） 左  右 左 右

1び30’一11唱O1 9”，9”，8” 4”。ψ，4”
■

2－65．2ユ，＆0 1．9 2．7 0．465 0．515

11．30’一1野30’ 8”。孔5”，7・5” 5”，5”，5．5”
一

Z9，3・1，＆4 2．6 3．35 0．59・ O．62

12制’一1㌔r－r30’ 5”。5”，6，5” 3”，3．5”，4” 3．4．4・4，4．1・
1．45i1．8 2，05 0．615 ○石30

’ 2．6 0．665 0．615

i．30’＿矛，牙＿鴉0’ 5”，＆5”，6” 5”，5”，6” ＆8，4．4，4・5
2．Oi2．25 2．95 0．665 α690

一 3．35 O．705 α705

？30’一町牙一鋼0’ 4，5”，4・5”，5” 4．5”，4”。5ψ μ，44，“
2．3i2．5 3．4 α695 0．715

一 3．4 ’ 0．705 O．715

3．30’一4’，ψ一欄O’ 5”。6ψ，7” 5”，5．5”，6” 4．O，4・3，3・75
2．4i2．3 3．2 O－705 O．715

一 2．95 α705 O．705

㈹O’一げ，5㌧5’30’ 7”，7”，8” 7”，7”，7” 4．4，3島3．8
2．2i2．1 2．55 O．705 O．705

一 2．4 α705 0．705

 此等ノ例二於テハ腎門静脈ヨリノ灌流テ行ハザル1右賢二於デモ比較的早期ニリンガー氏液

ト同張二近ヅクルテ見ルモ，英ノ傾向ハ依然トシテ10糎ノ歴ニョリテ腎門静脈ヨリノ灌流テ

行ヒタル左腎｝相似タルハ興味深シ・

          第三節動脈駆ト腎門静脈墜トノ比二就寺テ

 第31表ヨリ第36表二至ルモノハ動脈墜ト腎門静脈墜トノ比ガ2：1ナルモノテ作リ以ツチ他

トノ比較テ行ピタリ．

                  一【畢】
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第31表 動脈睡18粧水柱静脈麗g粧水柱（字〕3909L室温13C

腎動脈及腎門脈ヨ切ノ流入速度， 後部大静脈目 一時間ノ尿量（αC．）  食盤含有率 （％〕

時  閻 Mariotte氏装置ニヨルー窺泡蟹I
生ノ時間 （秒）（二十分母）

リノー分間ノ

流出量（Lc・〕
差（主基準） 差（主基準）

（室温） 左 右 ＾動脈！左静脈1右静脈い二十分母）
左 有

縄勤彼 ％ 絶鐵値 ％

1r（20℃） ・仰・1肌1・ 8，1O．11 3．4，3．1，3．O 2．2 4．4 （十〕2・2 100
  ■O－4950．480

（一）α015 3

12。（21℃） 20，25．30 1・ら1ら1・
1L n，11 Z7．3，0，3．O 1．55 2．6 （十）1・05 68

  ■05550480

（一）皿075 14

1Ψ牙C〕 37，49．47 13，14，13P 11，12，12 2．7，Z65，2．7 1．2 1．5 （十）0・3 25 0．555 O．505 （一）O・05 1

2て2守C） 51．l l・．11・115，16，15

@    ■
12．11，9 2－75．2．8，3．2 0．9 1．3 （十）0・4 44 0．6350，555

A。。。1α鰯  ，O，6950，730  ≡

（一〕α08 13

3ψぎC〕 3．34．5．暮，一．50 15，12．13 8，8，7 3．35，a75，3．9 0，8 O．95 （十）0．15 19 （一）O・02 3

4’（23℃） ．52バ。3丁。里．19 12，13，11 7，7，7 4・0，↓05，4－1 0．85’ 0．45 （一）α4 47 （十）0・035 5

第 32 表 動脈歴20糧水柱静脈璽10粧水柱（旱〕2339r室温1アC

時  間

（室温）

ユび30’（18・C〕

1r30’（19oC）

1野30ノ（22oC）

｝W（2野C）

2．30！（22．C〕

ぴ30’（21．C）

φ30’（2ぴC）

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速嵐
胞舳t・兵装置ニヨルー気泡蟹
生ノ晴間 （秒） （二十分母〕

動 脈i左静脈1右静脈

後都大静脈1i

リノー分間ノ

流拙量（㌫o・）

（二十分母）

20，17．22

27，25．27

20，22．21

22，22．17

17，19，21

2ら2み241

1肌20 P

15，22．26

22，27．36

22，20．24

22’40．40

27，26．22 1

20，18．17

22，15，14

い。ミ。い曳。。l
    i   1
孔乳91Zい7・2石1

11，13，ユ2  2－3， 2・4， 2，1

12，1O，92．3，2．2，2，5

17，24，14  1，9， 2・1， 2．15

12，10，10 2・3， 2・7， 2・8

13，ユ0，10  2．3， 3，0， 3－25

一時間ノ尿量（C。㌫）

左

1，1

1．1

1．2

1．0

0，85

0，65

0．65

右

1・91

1，25

0，85

0．7

0．5

0．4

0．4

差（主基準）

縄謝値

（十）08

（十）O・15

（一）α35

（一）O・3

（一）0・35

（一）O・25

（一）α25

％

73

’14

29

30

41

38

38

食鱒含有率 （％〕

左 右

O．5050，380
肌、、51、、。、

α。。。πα。。。

O．6150．675

0．6フ50．705

0．6750．730

0．6250．705

差（主基準）

縄勤値1

（一）0・工25

（一）0・05

（。〕。。。。1

（十〕α06

〔十）0・03

（十）仏055，

（一〕α02

％

25

9

5

10

4

8

3

第33表 動脈睡22粧水柱静脈壁n粧水柱（字）2839r室温16℃

腎動脈及腎門脈冒サーノ流入速度，
後部大静脈ヨ1 一時岡ノ尿量（…．） 食麗含有率（％）

暗  間 M臣τiO“e』乃蛮…置皇ヨ’レー一・彙一泡稜
リノー分闘ノ 』

■I帖

生ノ時間 〔秒） （二†分母）

㍗竺羊測
1差（主基準） 差（主基準）

（室温） 左 右
  ■竦翌P％

左 右

動 脈 左静脈 右静脈 I 絶勤値 ％

625，455，345
l  l

11o（〃C） 7，8，5 4，7，15 7，13．27 1．6 1石5’ i十〕0．05 3
  一0．3300，305

@ 一
（一）皿025 8

12Ψ3℃） 7，7，7 22，19，31 29．22，19 2．7，Z25，ZO

。、、ユ。、■（。）。、1

24 0－455．α455 O O

l l
1Ψ5℃） 7．7．8 25，28，32 18．27，20 2．2，2，05，2．O O．7 0．95 （十）α2536

@  ’
0，480」0，455＝ 〔一）α025 5

2Ψ4り 7，7，8 27，25，18 14，11，17 2．15，Z65，Z5 O．8 0．85 （十）O・05 6 0．4550，555
@ ≡0．5550．630

（十）α1 22

叩（2ぴd）
7，7，8 15，13，11 16，12，11 2，85，3ユ3．9 0．7 O．5 （一）ひ2 29 （十）α075 14

4｝9℃） 7，7，7 15，19，15 9．8，9 孔O．4。ユ，4・35 O．5 O．5 O 0 O．5550．555 0 O

【55】
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   第34表 動脈麗24粧水柱静脈屡12粧水柱（♂〕2549＾室温岨C

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速度， 後部大静脈目 一時間ノ尿量（・・C・） 食盤含有牽（％〕

時  問 M鉗iotte氏装置二≡1ルー氣泡蟹
生ノ時間 （秒）（二十分母）

リノー分間ノ

流出量（α・・）
差（主基準） 差（主基準）

（室温） 左 右 左 右
動  脈 虚静脈 有静脈 （二十分母） 絶勤値 ％ 絶勤値 ％

1び40’（〃C） 8，8，9 10，10，1O 5，7．12 ＆65，3．7，3・5 2．1 119 〔一）α2 10 0．側5 O．430 （一）αO1 2

11洲戸（18℃〕 9，9，9 11，11，11 12，8，9 343．4，3石 2．4 一ZO司 （一）α35 15 O．530 0．580 （十）0・05 9

1Z40’〔19℃） 11，u，9 13，13，14 11，12，ユ4 3島3．2．3．25 2．35 2．05 〔一）O・30 13 0．645 O．645 0 0

1切’（2rC） 7，7．7 12，12，13 12．11，12 2風24Z6 2．O 1．95I （一）O・05 3 0．655 O．645 （十）α01 2

牙40’（2牙C） 7，7，7 12，12，13 12，11，8 Z75，Z55，3・2 1．7 エ．7 O 0 O．680 O．680 0 0

3．40／（〃C〕 8，8．8 12，12，13 13．10，9 2＝85・Z75・＆4 1．4 1．1 （一〕O・3 21 O．655 O．680 （十）O・025 4

4・40’（21℃） 8，8．8 12，12，11 11，工3．10 3．3，3．25，3．5 1．2 ：O・75 〔一）α45   ≡ 38 O．655 0．675 （十）α02 3

第 3 5表 動脈麗26粧水柱静脈麗13粧水柱（早）3439r室温19℃

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速度・ 後部大静脈ヨ 一時間ノ尿量（・・O） 食璽含有率 （％）

暗  間 M町iotte兵装置二目ルー氣泡蟹
蛙ノ時間 （秒） （二十分母）

リノー分間ノ

流出量（・・し）
差（主基準） 差（主基準）

（室温） 左 右
I＝左

右
動  脹 左静脈 右静脈 （二十分母） 艇勤値 ％ 絶数値 ％

1       l

1へ20q 5．3，5 6，4，4 Z口2 h帆1α6
4，4 5．1 （十〕O・7 16 O，445 0．405 （一）O・04 9

12’（2rC） 4．5，5 5，6，6 2－5， 3， 2．59．0’ 8．6’ 8，45 6．05 3．3 〔一）2・75 45 0，570 0．535 （一）O・035 6

1。（21℃） 5，6，7 6，7，7 3，3．3 7．6，69，685 4．5 1．2 （一〕3・3 73 0．655 0．605 （一〕O．05 1

2o（2rC〕 7，8，8 6．6，7 3，4，4 τ1．6－75，6，6 3．7 0．9 （一）2・8 76 O．705 0．705 0 O

3て21℃〕 7．6，6 7，6．5，6 3，4，4 54，5．1．5．2 2．7 0．7 （一〕2・0 74 0．680 0．730 （十〕α05 8

町22℃〕 7，8，1O 8，8．12 6，7，8 孔4，4・05，4・1 1．8 0．4 （一〕14 78 O．720． O．730 （十〕α01 1

I

5て珊C） ユO，10．10 8，8，8 7，7，7 444．25，生3 1．3 O－35〔一）皿95
@ 1  1

73 O．680 一
@ ■

’ 一

策 36表 動脈歴28粧水柱静脈屡14粧水柱（♂〕1929巳室温

腎動脈及腎門脈ヨリノ流入速虞， 後部大静脈冒 一時間ノ尿量（・．C．〕 食襲含有率 （％）

時  間 M趾iotto氏装置ニョルー窺泡蜜
生ノ時間 （秒） （二十分母）

リノー分間ノ

流出量（C・C・〕
差（主基準〕 差（主基準〕

（室温）
動 脈左静脈i右静脈         I 左 有 左 右

（二十分母） 縄鐵値 ％ 絶対値 ％

11哩5’ 45，r32 21，仏一 12，r”
      i1．85．1．O，1，050邪

@     一1．4，1．45，M5α船

@     一1－75，180．1£O O－75      一

O．75 0 0 O．455 O，455 0 O

12ツ5’ 21，23，22 21，15，19 25，16，17 O．9 （十）α05 6 O．415 0．435 （十）O・02 5

一川一1 0．7 （一）O・05
I

1ツ5’ r26，一 r22，一 7 O．455 0，455≡ O
?10－455  0

O

225’ 28，25，25 26，24．27 工8，20，17 H5．1．65，工。60α9
@     え

O．55 （一〕0・35 39 0．455 O

守25’ 26，22，24 25，28，19 15，18，16 1．65，1－65，1．8q m O．6 C一）O・4 40 O．505

  iO，505ミ O

O
I

4’25’ 23，23；22 17，22，20 仏20バ6 2．1，175，1・9 1刀 O．7 （一）α3 30 0．555

  ■O．555■ 0  i

O

5ツ5’ 23，25，28 17，17，18 13，15，13 195．20，2I α9 0．7 （一）O・2 22 O．5550，555－ 0
@ 1 1

0

【56】



募腎臓ノリソガー氏液灌流試験 271

 此ノ實験二於テ次ノ如キ結果ヲ得タリ．艶チ尿量及ビ尿中食臨含有量テ目標トシタル實験

結果ニョレバ灌流實駿二於ケル動脈璽封腎門静脈歴ノ比ガ2：1ナル時二於デモ2：エナラザル

時二於デモ，英ノ尿中食璽量ニハ特別ノ愛化ヲ認ムルコトナク，從來多タノ人々ノ考ヘタル

ガ如ク2：1ナル關係ガヨリ永ク腎臓機能ヲ保チ得ル必要條件ニハアラザルコトテ知ルベシ．

敬二灌流二用7ル座ハ動脈墜ガ静脈駆ノ2倍ナラザノレベカラザル理由テ認メス．

         第四節 動脈及ビ腎門静脈ヨリノ漉流速度二就キナ

 最初ノ實験二於テ余等ハ後部大静脈ヨリ流出スルエ分間ノ量テ測定シタルモ，之レハ動脈

及ビ静脈ヨリノ灌流派ガ共二加リタルモノナルガ敬二，之レニョリテー定ノ結果テ得ルコト

能ハザリキ．サレド第6表，第7表，第8表（左側ノ尿），第g表（左側ノ尿），第二2表，第工4

表（右側ノ尿）ノ如ク尿量ノ時間的蟹化ト総灌流液量ノ時間的鐘化トガ殆ンド千行セル場合ア

リ．叉一方第4表，第「0表，第15表，第18表，策I9表ノ如ク，両者ノ全然無關係ナル場合モ

認メ得ラル．

 後ノ賛験二於テハ動脈及ビ両側腎門静脈ヨリノ入液量テ，マリオット氏装置ニコル室氣泡

ノ出現時間ニョリテ測定シタルガ，之1ノニ於デモ動脈ヨリノ灌流速度ト尿量トノ關係ハ著シ

カラズ．第32表，第33表，第34表ノ如ク，殆ンドー走ノ速度ニテ動脈ヨリ人レル毛ノニ於デ

モ時間ノ経過二從ヒテ尿量減少シ，食髄含有量墳加シクリ．熱レ共之レハ手術二於テ充分ナ

ル血管結紮テ行7コト困難ニシテ多少灌流派ノ漏洩テ來スカタメニー暦不確實トナリタルモ

ノナルベシ．コレ二反シテ腎門静脈ヨリノ灌流速度二開シテハ多少ノ關係ノ存スルコトニチ認

メシム．勘チ灌流速度ノ早キモノ程時間的経過二從ヒテ蓮カニ尿量減ジ，食盤含有量僧伽ス

ルモノ・如シ．印チ第20表二於テハ左静脈ト肩静脈トノ灌流速度ハ約3：エノ割合ナリ．此ノ

例ノ左右尿中食髄含有量ハ静脈漉流速度大ナル左側ガ小ナル石側二比シテヨリ早期二食魔量

ノ塘加シタルテ見ルベシ．コレト同一關係ハ第32表二於デモ認ムルコけ得ベシ．印チ之レ

早ク紬尿管二水腫テ來シ兵ノ機能低下テ球スモノナルベシ、此慶二於テ注意スベキハ，前二

述ベタルガ如ク，腎門静脈ヨリノ灌流テ行ハヂル時二於デモ充分二紬尿管機能テ保チ得タル

事費ヨリシテ考7レハ，腎門静脈ヨリノ灌流ハ無意味テルモノトナルノミナラズ，都ヘツテ

リンガー液ニョリテ灌流スルコトガ紬尿管ノ螢養トナラスシテ，反射二障害的二働キ英ノ機

能テ減退セシムルコト・ナル事ナリ．比レハ今後墓腎臓ノ灌流テ行ハントナス者ノ充分考慮

スベキ事柄ナリト思考ス．

第四車 賢験結果ノ総括

 条等ハ以．止墓腎臓ノリンガー氏液漉流試験二就キナ種々ナル實駿テ行ヒダルガ，木賞験ノ

日約ハ從來ノ灌流試験二対スル種々ナル批判テナスト共二今後固一方法ニョリテ實験テ行ハ

ント飲スル人々ノ燭メニ主トシテ，灌流壁ノ間題二關シテ明確ナル指針テ示サ川スルニ外

ナラズ．敬二以上ノ實験結果ヨリシテモ，腎臓ノ尿生成機轄二關シテ多少ノ所論テ逆ブルコ

トテ得ルモ之レハ纏テ今後護表ノ機曾二譲リ，本篇二於テハ箪二灌流實験共ノ者二就キテノ
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所論ノミテ述ベントス．然レ共今此睡二以上種々ナル實験結果テ線リ返ヘシ論述スルハ徒ラ

ニ重複スルノミナルガ敬二，本資験テ行ヒタル最終ノ目的タル灌流實験二於クル灌流墜二就

ヰテノ必要ニシテ充分ナル條件ハ之レテ緒論二於テ述プルコト・ナシ，灌流質験トシテノ結

果ノミヲ纏括シテ此慶二記述セントス。

                  総   指

 （I）纏テ同一際件ノ下二灌流テ行フモー般二左右爾腎ヨリ生ズル尿量及ビ尿中食盤含有

量八相等シカラズ．

 （2）灌流時間ノ経過二從ヒテ尿量ハ漸攻減少シ，黄ヒハー団途中ニテ増加シタル後蓬ビ

ニ減少シ，尿中食璽含有量ハ漸次僧伽シテリシガー氏液ト同張二近ヅク，而シテ共等ノ傾向

ハ左右相似クル毛増減ノ度ハ左右相等シカラズ．

 （3）動脈灌流墜ノ高キ程尿量多キモ，尿中食盤量ノリンガー氏液ト同張二近ヅク時間ハ

動脈歴ノ高卒程遠カナリ．

 （4）腎門職派墜ノ高低ハ灌流實験結果二影響テ與フルコト殆ンド無之ガ如ク，腎門静脈

ヨリノ灌流チ行ヒダルモノト，暴動ヨリ之レヲ行ハザルモノトノ間二殆ンド差異テ認メ尤

 （5）動脈灌流墜ト腎門静脈灌流墜トノ比ハ211ナラサルヘカラヂル理出テ認メス。

 （6）動脈ヨリノ灌流速度ト尿量トノ關1系ハ明白ナラズ．又尿中食離合有量トハ無關係ノ

如シ．

 （7）腎門静脈ヨリノ灌流速度犬ナルモノハ小ナルモノニ比シテ尿量ノ減少スル時間及ピ

食監量ノ増加スル時間界シ．敬二腎門静脈ノ灌流歴ハ饒リ高力ラザルテ良トスベシ．

第五章結   論

1．墓腎臓ノ灌流實験二用フルリシガー氏液ノ食駿含有量ハ。．6，α65，o．7rブロセント」ノ

中何1ノテ用7ルモ蓬シ聞へ無シ．

 2．腎門静脈灌流壁ハ最高腎動脈灌流墜ノ2分ノエヨリ最低約5純ノ間ナレバ何レノ壁デ

用アルモ實験可能ナリ．サレド低歴テ用ヒタル場合ノ方ガ實験結果テ良好ナラシムルガ如

シ．

己蒐集スベキ尿量ガ小量ニテモ可ナルトキニハ動脈灌流墜ハ低壁ニテモ充分ナルガ敬二

15－6糎ニテ足レリ．新ノ如キ低灌流墜ノ場合二於テハ約4時間ノ間ハ賢験チ行ヒ得ベシ．

4．蒐集スベキ尿量ガ相當大量ナル事テ必要トスル時，例ヘバ15分，20分等ノ短時間ノ尿

ヲ葉ムル時着クハ化學的定量等；ノタメ三相當ノ尿量ヲ要スル場合ニハ尿量ヲ増加世シムル目

的ノタメ其ノ時二順確シテ動脈灌流墜ヲ最高30糎二迄上昇セシムルコトテ得ルモ25－26纏

以上ノ壁テ用ヒタル場合ニハ實験二可能ナル時間ハ約2時間ナリ．

 5灌流實験中二腎門静脈ノ灌流テー時停止スル毛細尿管機能テ低下或ハ除外セシムルコ

ト能ハズ．要スルニ募腎灌流實験二於テ腎門静脈ヨリノ灌流ハ主要ナル意味テ有スルモノニ

非ズ．場合ニョリテハ最初ヨリ腎門静脈ヨリノ灌流テ行ハズシテ實験テ行フ．コトテ得．
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 コノ場合二於デモ細尿管ノ機能ハ充分二保持セラル・モノナリ．

6、総ベテ墓腎ノリンガー氏液灌流二於テハ腎臓各部ノ機能ハ灘流時間ノ経過二從ヒテ漸

次減少シッ・アルモノナルコトヲ忘ルヘカラズ．

終ト臨ミ御懇篤ナル御指導ト御較闘ノ勢チ船ハリシ鳳師上野先生二謹ミテ感謝ノ意ヲ’表ス．
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